
カキノヘタムシガ 

英名：Persimmon fruit moth   

学名：Stathmopoda masinissa 

 

 

カキノヘタムシガ成虫 
 

  

ヘタを残して落果  富有のヘタから食入 

 

生態と防除 

発育経過 ： 卵→幼虫→蛹→成虫 

加害部位 ： 芽、果実 

越冬形態 ： 蛹 

発生回数 ： 年２回 

第一回→５月下旬～６月上旬 

第二回→７月中～８月下旬 

防除対策 ： ６月中旬と８月上旬が防除適期である。 

果実に食入すると薬剤が効きにくいので、適期防除に努める。  


